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：コミュニケーションロボット

コミュニケーションロボット

人間と対話をするコミュニケーションロボット、博物館、美術館、イ
ベント会場、商業施設、などでの案内ロボット

本発明は、コミュニケーションをとる相手との親密度に応じてコミュニケーション動
作に変化をもたせることができるコミュニケーションロボットを提供する。

本発明ロボットによれば、コミュニケーション相手との親密度（たとえば、今までの
コンタクト状況、コミュニケーション相手との物理的な対話距離、など）に応じて異
なったコミュニケーション動作を行うので、人間味にあふれたコミュニケーション動
作をとることができる。

ロボット１０の近辺でロボットとコミュ
ニケーションをとろうとするユーザＡ、
Ｂ、Ｃはそれぞれ無線タグ１２を持っ
ており、ロボット１０はその無線タグ１
２を認識することによって、そのユー
ザと今までにコンタクト経歴の有無を
判定してコンタクトしたことがあれば
高いユーザ親密度と判定し、またそ
のユーザとの距離、接触の有無、更
にはユーザの表情（アイコンタクト）
などからセンシング親密度を判定
し、それら判定した親密度に応じたコ
ミュニケーション動作を行う。例え
ば、少し離れた位置にいる初めての
ユーザの場合は「始めまして、いらっ
しゃいませ」と慇懃な挨拶を行ない、
近くにいて今まで何度もコンタクトの
あったユーザであれば、「よく来てく
れたね、待ってたよ」など、親しげな
挨拶を交わす。


